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【要約】これは研究会報告資料テンプレートです．執筆の際は，このテンプレートに直接書き込むか，別に作成したテキストを流し込んでください．
【キーワード】知識創造　研究レポート
1. はじめに

これは研究会報告資料のテンプレートです．レポートは英語か日本語で記述してください．要約は全角300字以内，キーワードは5ワード以内で記してください．原稿は本フォーマットで4～10ページ以内にしてください（図表も含む）．
2. 書式について
2.1 ページ・フォーマット
紙はＡ４で一段組とします．余白の詳細は表1に示す通りです．
表1：用紙設定
	用紙サイズ
	A4 (210mm×297mm)

	上下余白
	上: 35 mm, 下: 20 mm

	左右余白
	左: 20 mm, 右: 20 mm

	段組設定
	1段組


2.2 Font
本文のフォントは，図も含めてできるかぎりＭＳ明朝，ＭＳゴシック，Times New Romanに限定して使用し，章節タイトルはＭＳゴシックとArialをお使いください．フォントサイズは原則表２に示すとおりにお使いください．また，本文行間は１行にしてください．
表題，作者名，所属名はこのフォーマットに従って書いてください．表題が長い，作者が多いなど，一行で収まらない場合は適度に改行してください．
句読点は，全角の（，．）で統一し，（、。）を使用しないでくさい．
表2：フォント
	
	日本語表記
	英語表記

	表題
	ＭＳゴシック14pt　（Bold）
	Times New Roman12pt（Bold）

	著者名
	ＭＳゴシック10.5pt
	Times New Roman 10.5pt

	著者上付記号
	
	Times New Roman 8pt

	所属
	ＭＳゴシック10.5pt
	Times New Roman 10.5pt

	本文
	MS 明朝10.5pt
	Times New Roman 10.5pt

	章節タイトル
	ＭＳゴシック11pt
	Arial 11pt

	注・参考文献・連絡先
	MS明朝9pt
	Times New Roman 9pt


3. ファイル作成にあたって
(1)ファイルサイズ：ファイルサイズは4MB以下にしてください．
(2)図表・色使い：図表は各自で作成し，上の表1，表2，下の図1を参考に挿入してください．色使いの制限はありません．
(3)ファイル形式：電子原稿は，Microsoft Wordのファイル，または，Adobe Acrobat Reader5.0以上で表示・印刷可能なPDF（Portable Document Format）ファイルで提出してください．
(4)ファイル名：拡張子（.pdfや.doc）がついているファイルをお送りください．
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図1：知識共創ロゴ（図の例）
4. 注と参考文献
注が必要な場合は，本文と参考文献の間に適宜まとめて入れてください．例をあげますので(1)，これにならって挿入してください(2)．注と参考文献は分けて記載してください．
参考文献はレポートの最後に，和文・英文合わせてアルファベット順に記載してください．書き方，挿入の仕方については，例を5つ挙げますので参考にし，各自で書き方を判断してください．引用文献を本文中で提示する際は，名前と発行年を次の例にならって入れてください : (Polanyi, 1966)．
電子出版されている文献については，URLを併記してください．その際，URLのハイパーリンクは外し，URLの後に，最後にアクセスした年月日を例にならって入れてください．URLが長くて一行に入らない場合は，改行したい位置に半角スペースを入れてください．
5. 連絡先
代表者の連絡先をレポートの最後の連絡先の欄に書いてください．連絡先には，住所，名前，E-mailアドレスを掲載してください．
6. その他確認事項
(1) ページ番号やヘッダー，フッターを入れないでください．
(2) 章や図表を参照する番号が正しいかよく確認してください．
注
(1)これは注の例です．
(2) 注は本文と参考文献の間に入れてください．
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